
平成２９年度学校評価総括評価表
徳島県立城西高等学校 神山分校 Ｎｏ１

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
１ 学校運営の充実 （全体レベル） Ⅰ) 学校運営の中で神 〇 情報ｾｷｭﾘﾃｨｰの構築

(1)教職員研修の充実を図ることで ①-1 各種教職員研修の実施 ①-1 教職員研修等 山分校としての在り が進む中，教職員
教職員の資質向上に努め，学校 【各学期3回以上】【1学期:5回,2学期:4回,3学期:3回】 方をもう一つの重点 全体の資質向上を
全体の教育力を向上させる。 Ａ 項目として掲げた取 目指した取組を推

(2)教職員間の更なるｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意 ①-2 情報ｾｷｭﾘﾃｨに関する規約の遵 ①-2 定期的な情報ｾｷｭﾘﾃｨｰに 組を示すことも必要 進する必要がある。
識の向上に努める。 守並びに教員組織としての意 関する啓発並びに教職員 Ａ ではないか。

(3)広報活動を充実させ，地域に根 思統一を図る。 の意識向上を図る。 〇 各種教職員研修の
ざした開かれた学校づくりの広 【ｾｷｭﾘﾃｨ研修：年3回以上】【情報ｾｷｭﾘﾃｨｰ研修：12回実施】 （ 所 見 ） ① 本年度より具体的 実施により教職員
報を積極的に行う。 ・学校運営に向けた に地域を教材とした の資質向上並びに

取組を推進する上 特色ある教育活動が 組織としての共通
②-1 風通しの良い職場環境度合い ②-1 共通理解・協力体制の充 で教職員間の相互 始まっており，その 理解を図る機会と

を図るアンケートの実施 実を含む教職員間の団結 連携及び協力体制 中で分校の魅力化に しての活用を進め
【充実度：90％以上】 【組織充実度：97.5％(6.3％増)】 が構築されつつあ ついても協議してい る。

Ａ る。 る。
（下位組織レベル） ②-2 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識の向上割合 ②-2 常に教育公務員としての 〇 積極的な地域連携
①各種教職員研修の充実 【向上率：85％以上】 自覚を継続する。 ・効率的な業務の執 ② 本年度から学校設 活動を進める上で，
①協働精神に満ちた教職員の組 【認識度：87.9％】 行並びに精選を推 定科目「神山創造学」 計画性を持ち，継
織づくり 進するとともに情 の導入により，様々 続的な取組へとす

②教職員間の情報活用能力と情 ③-1 学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新並びにｱｸｾ ③-1 地域連携・学校活動報告 報ｾｷｭﾘﾃｨに関して な取組についての目 るために，生徒の
報モラルの育成 ｽ数の増加 の充実 教職員全体の資質 的理解や地域の未来 目的理解と実践後

②教職員のｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識の徹底 【年間1万件以上】 【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新回数：20 回】 向上を図ることが の担い手としての意 の振り返り・まと
③学校開放・公開，地域貢献ボ ③-2 体験入学における中学生の満 【ｱｸｾｽ数：33,717件（1.19倍）】 Ａ できた。 識付けができつつあ めを徹底させる必
ランティア活動やホームペー 足度の向上 （保護者を含む） ③-2 中学生体験入学参加者16 名 る。 要がある。
ジの充実，学校行事の公開等， 【中学生満足度：90.7％(2.5％増)】 ・教職員間の連携に
積極的な情報発信の推進 【本校への関心度：25％(7.4％増)】 より担当者を中心 〇 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの運営に

とする地域連携プ 関して，学校全体
活動計画 活動計画の実施状況 ログラムを計画的 に目を向けﾘｱﾙﾀｲﾑ

に実践していくこ な情報発信を心掛
①-1 教職員の資質向上のための研 ①-1 継続的な研修の実施とともに とでｷｬﾘｱ教育の推 けると同時に地域

修会を実施する。 分校教育を考えるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを 進につなげること 連携の活動等，神
①-2 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾄﾞﾒｲﾝの共有フォルダ 開催した。 ができた。 山町とリンクし，

を活用し，校務の効率化を図 ①-2 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの分離によるﾄﾞﾒｲﾝ内 より詳細に伝える
る。 の整理を実施し，ﾃﾞｰﾀ保存の ・業務の見直しとと 中で，学校の広報

①-3 「報告・連絡・相談」の徹底 区分けを明確化した。 もに職場環境の更 に繋げたい。
を図り，教職員間の共通理解 ①-3 「ﾁｰﾑ学校」として組織力を活 なる改善を図るこ
を深める。 かした指導体制づくりが推進 とで教職員間の意

できた。 思疎通も進み，風
通しの良い職場環

②-1 時期をとらえ，継続的な研修 ②-1 風通しの良い職場環境づくり 境づくりを推進す
を実施することでｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意 を推進する中でその都度,啓発 ることができた。
識の徹底を図る。 ・確認を行い,ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識の

②-2 情報ｾｷｭﾘﾃｨﾎﾟﾘｼｰを遵守し，情 向上を図った。 ・学教行事や様々な
報漏洩防止の徹底を図る。 ②-2 本年度,情報ｾｷｭﾘﾃｨｰ監査を踏 取組をﾀｲﾑﾘｰに発

まえ,情報資産の持出・持込ﾁｪ 信することができ
ｯｸ等の情報の見える化やｸﾘｱｽｸ た。また，ﾒﾃﾞｨｱ
ﾘｰﾝ等の徹底が推進できた。 等に取り上げられ

る機会も多く，本
③-1 保護者や地域に本校の特色や ③-1 更新数は昨年度に比べ減少し 校の教育内容の広

学習活動などを積極的かつﾘｱﾙ たものの取り上げる内容や記 報につながった。
ﾀｲﾑに情報発信できるようﾎｰﾑ 録写真を豊富に使いよりわか
ﾍﾟｰｼﾞの更新・充実を図る。 りやすくした。また,ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ ・体験入学での中学

③-2 体験入学において，本校の特 等へも行事予定を打ち込み広 生の満足度は高い
色ある学習内容に関する講座 報した。 ものの，参加者も
を開設実施する。 ③-2 特色ある体験授業の中で学習 少なく進学希望率

内容等をよく理解することが に繁栄されておら
できた。 ず，魅力ある教育

［生徒理解度：93.8％］ 活動の積極的な発
（中学生：16名,保護者： 5名） 信が必要である。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成



平成２９年度学校評価総括評価表
徳島県立城西高等学校 神山分校 Ｎｏ２

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
２ 確かな学力の育 （全体レベル） Ⅰ) 学力評価の仕方を ○基礎学力の定着に
成 (1)基礎基本の定着を図り，自己教 ①-1 基礎学力の定着 ①-1 小テストクラス平均 どのようにしていく ついては，小テスト

育力を高める。 小テストで,クラス平均点の上昇 2Ｌ51,0⇒33,4 2Ｄ63,5⇒44,9 べきか。その個々の に対する意識づけと
(2)個性の伸張を図り，専門的な知 【2,3年生4クラスでの達成】 3Ｌ49,8⇒51,8 3Ｄ46,7⇒48,9 評価の仕方の工夫が モチベーションの維
識や技術を習得させる中でスペ 必要だし，もっと人 持が課題である。特
シャリストを育成を図る。 ①-2 基礎学力の定着 ①-2 小テスト成績優秀者35名 間力としての尺度を に，２年生での中だ

【小テストで,年間成績優秀者延べ Ｂ Ｃ しっかり判断すべき るみ傾向の抑制が大
45名以上】 ではないか。 切だと思われる。

①-3 図書室だよりの発行 ①-3 図書室だよりの発行3回 ① 評価の仕方を再度 ○読書に対する興味
【年間３回以上】 見直し，総合的に人 ・関心は落ち着いた

物評価できるように 学校生活や基礎学力
①-4 読み聞かせ会の実施 ①-4 読み聞かせ会の実施3回 検討したい。 の向上においても重

【年間３回以上】 要な役割があると考
（下位組織レベル） Ⅱ) 生徒の目的意識の えられる。今後も読
①基礎学力の向上に向けた取り ② 資格取得 ② 資格取得 （ 所 見 ） 欠落等が見られる中， 書に対する意欲向上
組み 【造園技能検定3級，合格率75％】 造園技能検定19名（3名） 取り組む上での意識 に努めたい。

②学校関係者評価アンケートの 【園芸装飾検定3級，合格率75％】 15,8％ Ｅ ・基礎学力の定着で 付けを確実に行い，
実施 【漢字検定,合格率75％】 園芸装飾技能検定9名（2名） は，かねてからの 早急にやる気を引き ○資格の取得に関し

③図書室の活用率の向上 22,2％ ２年生の学力向上 出す手立てが必要で ては，数年前より重
④各種資格取得の奨励と補習体 漢字能力検定54名（9名） に向けての意識付 はないか。 点的に取り組んでい
制の構築による合格率の向上 16,7％ けが引き続き課題 る。近年造園技能検

活動計画 活動計画の実施状況 となった。 ① 進路指導の部分か 定の合格率が下がっ
ら目的意識の確立が ているので，生徒の

①-1 ﾎｰﾑﾙｰﾑの時間の活用など，教 ①-1 図書室利用回数28回 ・図書室だよりの発 図れるような手立て 実態に合わせた指導
科以外での学習時間を確保す 行並びに読み聞か を考えていきたい。 方法の工夫や意識づ
る。 せについては，計 けが必要である。

①-2 学年に応じた学習への動機付 ①-2 ＤＶＤ観賞なども取り入れ視 画どおり実施でき
けを工夫するなど,モチベーシ 覚的にも理解を深めた。 た。
ョンの維持に努める。

①-3 購入図書の案内を定期的に行 ①-3 購入希望アンケートをとり購 ・資格検定の合格率
うなど,図書館だよりの発行に 入図書に可能な限り反映させ に関しては，例年
より読書への意識づけに努め た。 と比較して大幅に
る。 低下した。

①-4 図書委員を中心として，学期 ①-4 今年度は，朝のＳＨＲを利用
に1回程度の読み聞かせを行う して本の読み聞かせを実施し
なかで読書活動を推進する。 ており，比較的スムーズに実

施できた。

②-1 検定試験では,合格率の向上を ②-1 専門科目，農場当番，放課後
目指し,教科指導や時間外授業 の時間を活用した。
を活用する。

②-2 担当教員を配置し,進捗状況 ②-2 各資格に担当教員を配置し，
を農場長が把握する。 農場長への報告を行った。

②ｰ3 産学官連携事業で講師を依頼 ②ｰ3 7月21日講師3名を招聘し技能
し積極的に体験型学習を推進 講習を行った。
していく。

②-4 資格が将来の仕事や日常生活 ②-4 造園技能検定，園芸装飾技能
などにおいて役立つことを認 検定，刈払機講習，伐木講習，
識させる。 高所作業車運転講習に延べ98

名が参加した。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成



平成２９年度学校評価総括評価表
徳島県立城西高等学校 神山分校 Ｎｏ３

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価

３ 安心・安全の観 （全体レベル） ①-1 頭髪・服装検査の実施並びに ①ｰ1 毎月１回以上の実施済 Ⅰ) ここでは，生徒指 ○身だしなみの現状

点に立った学校 (1)基本的生活習慣を確立を図り， 違反者への改善指導の実施 み，違反者への改善指導 導・人権教育・特別 は，ほとんどの生

教育の推進 規範意識や道徳心を高める生徒 【違反者率： 5％未満】 は継続中【達成率：90％】 Ｂ 支援に沿った重点目 徒が学校指定の服

指導を推進する。 ①-2 全校集会の実施 ①-2 計画通りに実施され状況 標にするのであれば， 装で登校し，学校

(2)特別支援教育を推進し，個々に 【各学期 2回以上】 に応じて対応できてる。 重点課題としては「人 生活を過ごしてい

応じた支援を行う。 ①-3 SNSの使用並びに公共機関利用 ①-3 ４月に防犯教室を開催済 Ｂ （ 所 見 ） づくり・仲間づくり るが，一部の生徒

(3)食の安心・安全の観点からのGA におけるマナーアップ指導の み。乗車指導も計画的に ・生徒の学校生活の の推進」とした方が に違反者が認めら

P教育を推進する。 実施 【年間 3回以上】 実施できている。 現状は，落ち着い 適切ではないか。 れる。スカート丈

①-4 神農クラブによる挨拶運動の ①ｰ4 神農クラブによる挨拶運 ており，重大な生 を短くした着こな

実施 【各学期に１回以上】 動 徒指導事案は発生 ① 指摘のとおり来年 しや，装飾品をつ

【各学期：１回実施済み】 していない。しか 度は，人間関係の構 けている生徒も確

し，軽微な校則違 築や仲間づくりを中 認できる。その都

②-1 担任，特別支援教育コーディ ②-1 担任を中心に複数の教員 反や服装違反は発 心とした重点目標を 度指導し，指導に

ネータが協力して，教育相談 が家庭訪問や面談を通し 生している。全教 掲げ，評価指標並び は素直に応じるが

体制を整える。 て教育相談を行っている。 職員で協力し安心 に活動計画を検討し 時間が経過すると

②-2 教職員の特別支援教育に関す ②-2 知識・意識の向上を図る Ｄ ・安全な学校生活 たい。 元の状態にもどっ

る知識・意識の向上を図る。 ための特別支援教育研修 への支援や過ごし てしまう事がある。

【理解度・満足度 80%以上】 会を開催できなかった。 やすい学校環境を 全教職員で根気強

整えたい。 く指導し，改善さ

③-1 GAP基準に基づき，スダチ栽培 ③-1 GAP優秀認証申請中。 せたい。

の点検や評価を実施 ③-2 東京で実施される「全国 ・特別支援が必要な

【点検・評価 年間：1回以上】 自治体ホストタウンＰＲ Ａ 生徒はいるが，ど ○ＧＡＰ教育の推進

③-2 GAP教育の授業展開の実施 プログラム」で，本校の の生徒も今のとこ に力を入れたい。

【各学期 1回以上】 GAPの取組をＰＲした。 ろ周りとのトラブ

①基本的生活習慣の確立 【１１月実施】 ル等もなく，落ち ○スマホなどのトラ

①よりよく生きるための資質を 活動計画 活動計画の実施状況 着いて学校生活を ブルは年度当初の

育成（道徳教育） ①-1 毎月２０日の校門指導を実施 ①-1 計画どうり実施できており， 送っている。ただ， 防犯教室の開催や

②特別支援体制の確立及び関係 し，生徒の指導に役立てる。 生徒指導に効果がある。 進学や就職を考え 継続した指導の結

機関との連携推進 ①-2 状況に応じて全校集会を実施 ①-2 全職員が一丸となった支援・ るときに，生徒に 果，問題事案は発

③適切な農薬散布の実施や農場 し，全職員で支援，指導を行 指導に取り組むことができてい 応じた適切な指導 生していない。

整備 う。 る。 ができるようにし

たい。

②-1 教育相談に使える場所を作り， ②-1 現在，「教育相談室」を本来

生徒が気軽に相談できるよう の目的では使っておらず，相談 ・GAPを意識した授

な環境を整える。 しやすい環境を作れなかった。 業展開やGAPの取

②-2 研修会で学んだことをもとに， ②-2 研修会を開くことができなか 組を生徒に理解さ

教職員間で共通理解を図って ったが，支援の必要な生徒には せるように取り組

支援が必要な生徒に対応する。 複数の教員で指導した。 んでいる。今後

も，GAP教育の推

③ 農場の整備や農薬管理の徹底， ③ 本年度，廃棄薬品の回収を１２ 進に力を入れてい

スダチの栽培技術など改善して 月に実施し，農薬の整理整頓を きたい。

いく。 行っている。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成



平成２９年度学校評価総括評価表 徳島県立城西高等学校 神山分校 Ｎｏ.４

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法
評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価 ○進学希望者につい

４ キャリア教育の充 （全体レベル） ①-1 進路説明会を各学年で適期に ①-1 進路説明会については1, Ⅰ) 一人一人のきめ細 ては積極的なｵｰﾌﾟ

実 (1)インターンシップを取り入れ， 実施する。【各学年 1回以上】 3年生はすでに実施。2年 かな指導が実践でき ﾝｽｸｰﾙへの参加が

望ましい職業観・勤労観の育成 ①-2 入学時から自分の進路に関す 生は2回目の説明会を3月 Ｂ ており，その効果も 定着してきた。た

を図るとともに自らの将来設計 る目的意識を持たせる。 16日に実施予定である。 Ｂ 現れているので実践 だ,進学のための

の構築に努める。 【長期欠席者 8%以下】 ①-2 折に触れ進路の状況を1･ 活動も含め，数値と 資金の確保など家

(2)進路情報の的確な提供による進 2年生に伝えている。 して具体的に示して 庭が抱える問題は

路指導の充実を図る。 ②-1 ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙや企業に関する情報 ②-1 ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙの参加率は100 ほしい。 相変わらずであ

(3)関係機関等との連携による進路 を生徒に周知する。 ％である。また,生徒に る。就職希望者に

先の確保並びに指導体制の充実 【ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ参加率：90%以上】 より同一校に複数回参加 ① 今後は様々な取組 ついては,早くか

に努める。 ②-2 個別指導の徹底や出題問題の した。 Ａ （所 見） 等の成果を数値化し， らの面談等で,堅

提供などを積極的に行う。 ②-2 過去問などの提供は100 ・3年生の進路につ 具体的に示せるよう 実は進路決定がな

【過去問等の情報提供：100%】 ％である。春先にすべて いては96％決定し にしていきたい。 されているが,定

（下位組織レベル） 提供している。 ているが,まだ1名 着に関しては不安

①望ましい勤労観・職業観の育成の ③-1 個人面談・三者面談を効果的 ③-1 実施中である。 の進路が未定で現 Ⅱ) 分校の希望者数の がある。

ためガイダンス・進路相談等の充 に実施する。 在斡旋中である。 減少として，進学先

実 【面談実施率:100%】 ③-2 会社訪問や学校説明会共 また，卒業に際し が大きな要因の一つ ○進路決定に向けて

②生徒理解を深め個に応じたき ③-2 会社訪問や学校説明会への参 に当初の目標を達成して て, 定着に向け となっている。今回 の最大の課題は本

め細やかな進路指導の徹底 加を積極的に実施する。 いる。 Ｂ た指導や社会人と の地元国立大学合格 人・保護者の進路

③個々の希望に応じた進路開拓 【希望企業への訪問：5回以上】 ③-3 生徒の状況に応じた進路 してのマナーなど は，これからの大き に対する意欲を高

の推進 ③-3 生徒の状況に応じた進路指導 指導を心がけている。ま を中心に指導して なアピールとなる。 めること,それに

③支援を必要とする生徒への進 を実践する。 た,相談等に関係機関と いきたいと考えて はどのようなこと

路決定に向けての対応 【関係機関との連携：90%以上】 は十分に連携できた。 いる。 ① 個別指導を徹底す が家庭で必要かを

活動計画 活動計画の実施状況 る中で，進学に対し 認識して実践する

①-1 進路説明会や三者面談を適宜 ①-1 積極的に実施できた。 ・昨年度より進めて ても幅広い対応がで かである。学校に

実施する。 ［説明会4回実施,面談32回実施］ きた本校独自のキ きるようにしていき おける教育活動で

①-2 教職員組織の連携を強化する。 ①-2 連携できている。 ャリア教育を通じ たい。 は限界があり,懸

②-1 進路情報の提供を徹底する。 ②-1 適宜実施した。 て培ってきた職業 命な連携を図って

②-2 補習体制を充実させる。 ②-2 全体・個別補習を実施した。 観が功を奏したの いるが根本的な問

③-1 個人・三者面談による意思確 ③-1 個人面談,また必要に応じて三 か,平成28年度卒 題が解決していな

認を積極的に行う。 者面談を実施した。 業生の離職者は1 いケースが多く,

③-2 職場見学やｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟについて ③-2 今年度は神山創造学において 名となっている。 成果がなかなか上

も積極的に取り入れる。 町内でｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施した。 がらない。

③-3 ﾊﾛｰﾜｰｸと連携してより生徒の ③-3 生徒の就活塾への参加や進路

要請や適性に応じた進路開拓 開拓に関しても連携できた。

を実施する。 ③-4 保護者・事業所・関係機関と

③-4 特別支援を要する生徒に対し 連携する中で斡旋できている。

専門機関と連携した指導をす

る。

【専門機関との連携：年１回以上】

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成



平成２９年度学校評価総括評価表
徳島県立城西高等学校 神山分校 Ｎｏ.５

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法
評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価 〇孫の手プロジェク

５ 特色ある教育活 （全体レベル） Ⅰ) 地域を元気にして トはリーダーとな
動の推進 ①-1 神山つなぐ公社との連携を積 ①ｰ1 孫の手プロジェクト等の くれる活動になって る生徒が課題で，

（１）地域連携を通じて学校全体の 極的行う。 実施 おり，今後とも大い 経験を積ませ育成
活性化を図る。 【三学期で５回以上】 【実施回数：18回】 に期待している。 していく。

①-2 神山サテライトオフィス（加
（２）地域の環境の美化並びに保全 盟企業）との連携を積極的の ①ｰ2 レーダーカッター等KMS ① 生徒自らが考え， 〇森林女子部が中心

に貢献する活動。 行う。 との連携事業 行動できるよう地域 となって連携がと
【三学期で５回以上】 【連携回数：10回】 と一体となった連携 れといるが，施設

①-3 ＮＰＯグリンバレーとの連携 Ａ 活動を継続していき 利用料に負担がか
を積極的に行う。 ①ｰ3 神山創造学を通した連携 たいと考えている。 かっている。

【三学期で３回以上】 実施 Ａ
①-4 中央森林組合との連携を積極 【連携回数：5回】 Ⅱ) 生徒の学びとそれ 〇校外の活動で職員

的に行う。 ①-4 中央森林組合での職場体 ぞれの学科の基盤を の確保が課題,今年
【三学期で３回以上】 験学習を実施 しっかりと見定めた 度は教科担当者以

①-5 小・中学校との連携を積極的 【連携回数：3回】 上での取組を推進し 外に協力を求めた。
に行う。 ①-5 ﾌｰﾄﾞ･ﾊﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを通じ てほしい。

【三学期で３回以上】 た小・中学生との連携 〇林業担い手育成事
①-6 神山町役場との連携を積極 【実施回数：4回】 ① 学科での学びの表 業（徳島県中央森

的に行う。 ①-6 林業担い手育成事業等に （所 見） 現として，効果の大 林組合）の協力が
【三学期で３回以上】 おいて連携実施 ・全体的に地域協 きい校外での活動を 必要である。

【実施回数：3回】 力して,連携が図 取り入れており，今
れた。本年度， 後とも生徒への意識 〇中学との連携を積

②-1 ゴミゼロキャンペーンやアド ②-1 各クラス２回実施 より立ち上げた 付け・振り返りは継 極的に実施する必
プト事業の実施 学校設定科目「神 続していきたい。 要がある。
【各クラス年間 2回以上】 ②-2 各クラス２回実施 Ａ 山創造学」での

②-2 バス停清掃の実施 連携も，計画的に Ⅲ) 地域の特産物にも 〇神山町との連携は
【各クラス年間 2回以上】 実施することがで 目を向け，栽培等を 継続性が図られて

きた。 継承していくなどの いるが，担当者間
③-3 希少植物の保護活動 ③-1 1年1回,２年１回実施 Ａ 取組も活動に盛り込 の引継ぎがポイン

（下位組織レベル） 【年間 2回以上】 ・1年次の目標であ んでほしい。 トとなる。
活動計画 活動計画の実施状況 る「地域を知るこ

①地域活性化に向け，専門教育を生 と」「そこで感じ ① 今後，検討を重ね
かした地域貢献活動 ①-1 孫の手プロジェクトにおいて ①-1 依頼者との企画会議を重ねるで たことを伝える」 る中で取り入れるべ

依頼者満足度を向上させる。 コミュニケーション能力も養わ では報告会を実施 きものは積極的に活
②自然保護の視点に立った地域に根 ①-2 ﾌｰﾄﾞﾊﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは生産純 れた。 するなどﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰ 動に盛り込みたい。
ざした環境整備活動及び環境保護 利益を1万円以上とする。 ①-2 神農祭で生徒考案弁当を150食 ｼｮﾝ能力も身につ
活動の推進 ①-3 集合住宅ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの苗木生 販売し，2万円の利益計上が見 いてきている。こ

産率を80％以上まで上げる。 込まれる。 のことは，社会人
①-4 古民家改修ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは計画 ①-3 苗木の生産に関して継続的な取 講師の指導力の効

通り年度内の完成を目指す。 組ができており,挿し木等で80 果も大きく，重要
①-5 神山国際交流ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおい ％以上の発根率が保っている。 な要因となってい

て参加生徒を2名以上選出す ①-4 古民家改修ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは実施でき る。
る。 たいない。

①-6 林業担い手育成事業の充実に ①-5 神山国際交流ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおいて ・平成29年度，文部
より関連産業への就職者を1 オランダへの派遣生徒を2名選 科学省，厚生労働
名以上設ける。 出できた。 省，経済産業省，

①-7 産学連携ものづくり事業にお ①-6 就職状況は現在未定である。 合同のキャリア教
いて3カ所以上の連携・3品以 ①-7 連携については12月実施予定で 育推進連携奨励賞
上開発を目指す。 あり,商品開発等も現在試作中 を受賞した。

①-8 各事業並びにプロジェクトの である。
報告会を1回以上実施する。 ①-8 役場や４Ｋ国際映画祭等で報告

会を計画している。

②-1 専門教育を通じたﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活 ②-1 アドプト作業で除草作業をこ
動を年間2回以上実施する。 れまで８回実施した。神領ユリ

保護活動も２回実施。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成



平成２９年度学校評価総括評価表
徳島県立城西高等学校 神山分校 Ｎｏ６

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
６ 防災・環境教育 （全体レベル） Ⅰ) 再開時の担い手育 ○積極的な防災活動
の推進 (1)安全な生活空間づくり・防災意 ①-1 避難消火訓練の実施 ①-1 避難消火訓練の実施 成に取り組んでほし を通じて，地域で

識の高揚を図る。 【地元消防署との合同訓練 1回以上】 【１２月に実施】 い。 活動できる生徒の
①-2 災害に対する避難訓練の 育成に力を入れた

(2)学校版環境ＩＳＯ認定校として ①-2 災害に対する避難訓練の実施 実施 ① 高校生防災士の資 い。
実践を推進する。 【年間 3回以上】 【７月・９月・１１月に実施】 格取得者も年々，増

Ａ Ａ 加傾向にあり，防災 ○防災士を中心とし
①-3 防災クラブの活動 に対する意識付けも た防災クラブの活
【地域・連携による活動1回以上】 ①-3 防災クラブの活動 高まってきている。 動を活性化させて

【防災キャンプ・防災ワー いきたい。
①-4 高校生の防災士の育成 クショップの実施】 Ⅱ) 活断層等に関する

【防災士合格者 1名以上】 ①-4 高校生の防災士の育成 知識や情報もしっか ○地域と連携した防
【防災士合格者 ５名】 り学校として共有す 災活動を実施して

る中で生徒に伝えて いきたい。
②-1 教職員の地域の清掃活動への ②-1 教職員の地域の清掃活動 （所 見） ほしい。

積極的な参加を促す。 への積極的な参加を促す。 ○教室美化コンテス
【年間 3回以上】 【計画通り実施】 Ａ ・防災クラブを「神 ① 教職員研修等によ トを継続し，生徒

農クラブ」のメ り，教職員組織の中 の環境美化に対す
②-2 教室美化コンテストを実施 ③-2 教室美化コンテストを実 ンバーで立ち上 で活断層等に関する る意識を高めてい

【各学期 3回以上】 施 げ，活動をして 認識を高め，授業や きたい。
【各学期 3回実施】 いる。今年度も あらゆる機会を捉え，

②-3 鮎喰川の水生生物調査を実施 「守るぞ！地域 生徒にも伝えていく
【年間 1回以上】 ④-3 鮎喰川の水生生物調査を 防災推進業」を とともに地域の防災

実施 継続しており， マップづくりにも取
【９月に実施】 防災研修にも積 り組みたい。

（下位組織レベル） 極的に参加し，
活動計画 活動計画の実施状況 防災意識を高め

ている。また，
①-1 台風時期・積雪時期に事前備 ①-1 台風時期・積雪時期に事前備蓄 本年度は高校生

蓄点検を実施 点検を実施している。 防災士に５名が
①-2 学校防災計画に準じた避難訓 ①-2 学校防災計画に準じた避難訓練 合格し，資格試

練を実施,計画の不備が発見 を実施, 計画の不備が発見次第 験にも挑戦して
次第,早急に改善する。 早急に改善している。 いる。

①-3 地域・防災クラブが連携し炊 ①-3 防災キャンプやﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを積極
きだし体験を実施する。 的に実施した。 ・防災キャンプや

①-4 ＡＥＤを使った心肺蘇生の研 ①-4 ＡＥＤを使った心肺蘇生の研修 ワークショップ
修を生徒・教職員に実施す を生徒・教職員に実施した。 など，地域と連
る。 エピペン使用の教職員研修の実 携した活動に取

施を含む。 り組むことがで
きた。

②-1 各教室に節電に係わる啓発チ ②-1 各教室に節電に係わる啓発チラ
ラシを掲示,節電に心がける。 シを掲示し,節電に心がけてい

②-2 校内教室美化コンテストを実 る。
施し，教室環境を整える。 ②-2 校内教室美化コンテストを実

施し，教室環境を整えている。

【 備 考 評価における「評定」の基準】Ａ：１００％達成 Ｂ：８０％以上達成 Ｃ：８０ ％未満～７０％以上達成 Ｄ：７０％未満～６０％以上達成 Ｅ：６０％未満達成


